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●主な記事
０２	特集①令和３年度施策方針

０４	特集②令和３年度当初予算

１２　まちの話題をお届けします

　

No.183

お花に水をあげる園児

（のだがわこども園）

今月の表紙

人・自然・伝統  与謝野で織りなす 新たな未来
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移住相談窓口設置

移住者の不安解消や情報提

供など側面的な支援に加

え、相談支援ネットワーク

の構築や関係人口の創出・

拡大をめざす移住相談窓口

を新たに設置します。また、

移住して事業を展開する方

への支援も行います。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
開
始
で
き
る
段
階

と
な
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
安
全
か
つ
迅
速
に
事
業
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
与
謝
医
師
会
と
の
調
整

を
図
っ
て
き
た
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
脅
威
は
、
高
齢
者
や
疾
患
の

あ
る
方
な
ど
に
及
び
や
す
い
こ
と
か

ら
、
関
連
施
設
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
体
制
の
強
化
を
支
援
す
る
▼
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
住

民
の
皆
様
の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と

と
感
染
拡
大
の
防
止
に
取
り
組
む
。

新型コロナウイルス
感染拡大を防止する

子どもたちの
夢と希望を応援する

ポストコロナの社会経済
活動を構築・牽引する

住民参画の
まちづくり

社会的に立場の
弱い人たちに寄り添う

暮らしと
経済を守る

持続可能な
行財政基盤の確立

屋外空間整備・活用

ポストコロナを見据え、道

の駅屋外トイレを解体し

キャンピングカー等の駐車

場所として確保するほか、

双峰公園、野田川森林公園、

阿蘇シーサイドパーク等、

屋外空間の活用に向けて必

要な修繕等を行います。

開かれた議論の場づくり

住民参加型のまちづくりを

推進するため、関係人口を

含む多様な住民のアイデア

や意見を積極的に取り入れ

ながら施策や計画などを作

り上げる仕組みとして、オ

ンライン上に開かれた議論

の場をつくります。

子どもの夢応援プロジェクト

小中高生一人ひとりが持つ

夢を家族で語り合い、その

実現に向けた経費に対して

１万円を上限に交付しま

す。また、課外活動を通し

て子どもたちの好奇心を育

む事業に取り組む団体等を

支援します。

ＰＣＲ検査キット購入助成

介護事業所等において感染

が疑われる職員に対して実

施するＰＣＲ検査について、

検査キットを購入する場合

に購入費の一部を補助し、

安心して福祉サービスの維

持・提供ができるよう支援

を行います。

住民生活・事業者支援

生活支援や地域内経済循環

を目的に、一人当たり５千

円の商品券を配布します

（０～６歳と２０歳の成人は

５千円を加算）。また、建

設業者等の公共工事受注機

会を増やし、地域経済の維

持・活性化を図ります。

01

02

030507

0406
道
標

７
つ
の

みちしるべ

令和３年度 施政方針

特
集
①

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
す

「
施
政
方
針
」
。
３
月
４
日
開
会
の
町
議
会

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
山
添
町
長
か
ら
７

つ
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
と

新
規
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

希望の与謝野を
実現する

誰
も
が
希
望
を
持
ち
、

▼
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
支
援
拠
点
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
子
育
て

応
援
課
内
に
設
置
す
る
▼
加
悦
地
域

認
定
こ
ど
も
園
の
令
和
３
年
度
内
の

開
園
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
こ
ど
も
の
森
保
育
園
に
よ
る
小

規
模
保
育
所
の
設
置
に
対
し
て
支
援

す
る
▼
小
中
学
校
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

で
次
世
代
の
人
材
を
育
て
る
▼
コ
ロ

ナ
禍
で
影
響
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち

の
夢
の
実
現
を
応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
施
や
、
好
奇
心
を
育
む
取

り
組
み
に
支
援
を
行
う
。

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
、
障
害
者
、

高
齢
者
、
子
ど
も

等
、
社
会
的
に
立
場

の
弱
い
人
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
真
に

寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要
▼
障
害
者

や
高
齢
者
に
寄
り
添
い
、
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
民
間

事
業
者
を
力
強
く
支
援
す
る
▼
ひ
き

こ
も
り
等
に
よ
り
長
く
職
に
就
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
方
々
に
対
し

て
、
居
場
所
を
新
た
に
１
ヵ
所
増
設

し
、
就
労
準
備
等
の
取
り
組
み
を
充

実
さ
せ
る
。

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
人
々
の
関
心
が
地

方
移
住
に
寄
せ
ら
れ

て
い
る
今
、
都
市
部
企

業
や
子
育
て
世
帯
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
移
住
促
進
を
図
る
▼
与
謝
野
に

興
味
を
持
ち
、
地
域
と
つ
な
が
り
を

生
む
「
関
係
人
口
」
を
生
み
出
す

こ
と
は
、
人
口
減
少
が
進
む
本
町
に

と
っ
て
重
要
。
各
種
地
域
資
源
の
魅

力
に
よ
り
、
与
謝
野
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
を
推
進
す
る
▼
密
を
避
け
る
こ
と

の
で
き
る
屋
外
空
間
の
活
用
は
ま
す

ま
す
多
様
化
し
て
お
り
、
町
内
の
魅

力
的
な
屋
外
空
間
の
充
実
を
図
る
。

▼
「
み
ん
な
」「
み
ら

い
「
み
え
る
」
は
、

第
２
次
与
謝
野
町
総

合
計
画
に
掲
げ
る
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
。
こ
れ
に
基
づ

き
、
限
ら
れ
た
行
政
資
源
の
中
で
、

持
続
可
能
な
行
財
政
と
総
合
計
画

の
将
来
像
の
実
現
を
め
ざ
す
▼
住
民

の
皆
様
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を

促
し
、
納
得
感
を
得
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
各
種
広
報
媒
体
に

よ
る
情
報
発
信
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
民
の
皆
様

と
行
政
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
。

▼
中
小
企
業
振
興
基

本
条
例
の
理
念
に
沿

い
、
創
業
支
援
、
新

商
品
開
発
、
国
内
・
海

外
販
路
開
拓
な
ど
産
業
全
般
の
さ
ら

な
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
挑
戦
へ
の
支
援
を
拡
充
し
、
持

続
可
能
な
産
業
構
築
を
め
ざ
す
▼
地

場
産
業
で
あ
る
織
物
業
、
農
業
へ
の

支
援
も
継
続
す
る
。
織
物
業
で
は
人

材
確
保
に
取
り
組
み
、
農
業
で
は
民

間
企
業
と
と
も
に
生
産
性
向
上
や
京

の
豆
っ
こ
肥
料
製
造
工
場
の
運
営
改

善
に
取
り
組
む
。▼

実
質
的
な
借
金
返

済
額
が
標
準
的
な
財

政
規
模
に
占
め
る
割

合
を
表
す
実
質
公
債
費

比
率
が
、
起
債
の
発
行
（
ま
ち
の
借

金
）
に
許
可
が
必
要
と
な
る
１８
％
に

近
づ
い
て
お
り
、
令
和
３
年
度
は
公

債
費
の
上
限
を
１４
億
円
に
設
定
す
る

▼
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
や
公
共
料

金
の
適
正
化
、
公
共
施
設
の
適
正
配

置
な
ど
、
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
に

示
さ
れ
て
い
る
方
針
と
取
り
組
み
を

確
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
財
政
計
画
に
基
づ
き
将
来
に
わ

た
り
健
全
性
を
確
保
す
る
。

ファミリーサポートセンター

仕事と子育てを両立し、安

心して子育てができる環境

をつくるため、子どもの世

話ができないときなどに臨

時的に地域の人が子育てを

応援する相互援助組織とし

てファミリーサポートセン

ターを新たに設置します。

>>  令和３年度 主な新規事業

誰
に
で
も
優
し
く
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て

前
向
き
に
変
化
す
る
ま
ち
に
。

￥



5　広報よさのMAY 2021 4

ようこそ町長室 特別編

昨年度に引き続き、町長が

有線テレビ等を通して、予

算や関連事業を説明すると

ともに、「まちづくりアン

ケート」を実施します。回

答時に今月号もご参照いた

だくことになりますので保

管をお願いします（詳細は

次号でお知らせします）。

議 会 費 1 億 1,100 万円（0.9％）

総 務 費 11 億 8,070 万円（9.8％）

民 生 費 41 億 9,169 万円（34.6％）

衛 生 費 10 億 3,175 万円（8.5％）

労 働 費 1,690 万円（0.1％）

農 林 水 産 業 費 4 億 1,102 万円（3.4％）

商 工 費 3 億 4,312 万円（2.8％）

土 木 費 13 億 8,136 万円（11.4％）

消 防 費 7 億 6,221 万円（6.3％）

教 育 費 9 億 4,642 万円（7.8％）

公 債 費 16 億 9,308 万円（14.0％）

諸 支 出 金 1,840 万円（0.2％）

予 備 費 1,636 万円（0.1％）

一般会計歳出　[ 性質別 ]一般会計歳出　[ 目的別 ]

歳出

121億
400万円

人件費
23億4,373万円

（19.4％）

扶助費

公債費

普通建設事業費・
災害復旧費

物件費・
維持補修費

補助費

積立金他
繰出金

13億3,653万円

16億9,299万円

13億1,730万円

14億8,260万円

18億1,204万円

5,186万円
20億6,696万円

（11.0％）

（14.0％）

（10.8％）

（12.3％）

（15.0％）

（0.4％）

（17.1％）

義務的経費
（44.4％）

投資的経費
（10.8％）

消費的経費
（27.3％）

その他経費
（17.5％）

　地方自治体の借金負担（地方債

償還金）の重さを測る指標「実質

公債費比率」の上昇が町財政の課

題となっており、令和元年度決算

時の比率が１７％（３ヵ年平均）と

平成２０年度以降で最も高くなっ

ています。一般会計での借金負担

に加え、上下水道等を運営する特

別会計等の借金に対する負担が非

常に重く、比率悪化の大きな要因

になっています。今後、従来の規

模で地方債発行（借金）を続ける

と、町財政は危険な状態になって

しまいます。

　この対策として、令和２年度に

行った減債基金を活用した繰上償

還に加えて、令和４年度から１０

年度までは地方債を借り入れて実

施する建設事業を必要性の高いも

のから選択して実施する等、従来

は年平均約１６億円だった一般会

計の地方債発行額を年間１０億円

規模に抑制することで借金負担の

抑制に努めます。

>>   KEYWORD　実質公債費比率

実質公債費比率の推移（令和2～10年度の試算）

R2 R10R9R8R7R6R5R3 R4

18

17

20

21

19

16

（％）

17.1 17.3 17.4

17.5 17.8 18.3 18.4
18.8

19.2
20.1

17.3 17.4
16.9 16.5

16.0 15.9

上段：従来規模で地方債発行を続けた場合

下段：地方債を抑制した場合

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
増
に
よ
り
前

年
度
比
３０
・
０
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
建
設

事
業
な
ど
普
通
建
設

事
業
費
の
増
に
伴
い
町

債
も
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
起
債
発
行
額
を
極

力
抑
え
る
た
め
、
老
朽

化
施
設
の
解
体
工
事
費

に
つ
い
て
は
基
金
を
繰

り
入
れ
る
こ
と
と
し
た

た
め
、
基
金
繰
入
金
が

前
年
度
比
３２
・
４
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
概
要

　
認
定
こ
ど
も
園
整

備
事
業
費
等
の
増
に

よ
り
、
普
通
建
設
事

業

費

が

前

年

度

比

１
６
６
・
６
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
補
助
費
は
宮
津
与

謝
環
境
組
合
負
担
金
の

施
設
建
設
事
業
費
分
の

皆
減
に
よ
り
、
前
年
度

比
９
・
５
％
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
事
業
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
に
引
き

続
き
、
感
染
防
止
対
策

と
経
済
対
策
を
両
輪
と

し
て
進
め
て
い
き
ま
す

が
、
感
染
拡
大
の
状
況

に
加
え
、
暮
ら
し
や
地

域
経
済
へ
の
影
響
に
配

慮
し
た
上
で
、
補
正
予

算
で
の
組
み
替
え
も
視

野
に
入
れ
、
切
れ
目
な

い
弾
力
的
な
予
算
編
成

に
努
め
ま
す
。

総
額
２
０
８
億
円

前
年
か
ら
１０
億
円
弱
増

　
令
和
３
年
度
当
初

予
算
は
、
令
和
２
年

度

と

比

較

す

る

と

６
億
８
８
０
０
万
円
増

（
６
・
０
％
増
）
で
総

額
１
２
１
億
４
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
う

ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
事
業
は

２
億
７
１
４
３
万
円
、

国
土
強
靭
化
関
連
事
業

は
２
８
１
４
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
８
つ
の
特
別

会
計
と
水
道
事
業
会

計
の
収
益
的
支
出
・
資

本
的
支
出
を
あ
わ
せ
た

全
て
の
会
計
総
額
は
、

２
０
８
億
９
５
８
４
万

円
で
、
令
和
２
年
度
当

初
予
算
額
と
比
較
し
て

９
億
８
５
１
３
万
円
の

増
（
４
・
９
％
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
概
要

　
国
庫
支
出
金
は
新
型

>>   KEYWORD　財政調整基金

　令和３年度当初予算では、地

方公共団体の貯金にあたる「財

政調整基金」から一般会計に

４億４，５００万円繰り入れています。

　昨年度と比較して１億４，５００万

円減少していますが、例年４～５億

円程度繰り入れる予算編成として

おり、令和３年度末には残高が約

１１億３千万円になると見込んで

います。歳出を極力抑制すること

で、決算期にはなるべく基金を取

り崩さないよう努めます。

宅地造成事業特別会計 7,102 万円

下 水 道 特 別 会 計 １６億 8,300 万円

農業集落排水特別会計 3,140 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 ２８億 2,000 万円

土 地 取 得 特 別 会 計 37 万円

国民健康保険特別会計 ２４億 3,300 万円

後期高齢者医療特別会計 ３億 3,830 万円

財 産 区 特 別 会 計 9,014 万円

水 道 事 業 会 計 １３億 2,461 万円

合　計 87 億 9,184 万円

一般会計歳入 特別会計・水道事業会計予算

歳入

121億
400万円

町税 分担金・使用料
・諸収入等

繰入金

地方譲与税
等交付金

地方交付税

国庫支出金

府支出金

町債

18億1,107万円

5億8,099万円

9億587万円

5億8,604万円

53億1,000万円

10億7,165万円

7億2,429万円

11億

1,410万円

（15.0％）

（4.8％）

（7.5％）

（4.8％）

（43.9％）

（8.9％）

（6.0％）

（9.2％）

自主財源（27.3％）

依存財源（72.7％）

お
財
布

こ
と
し
の

令和３年度 当初予算

特
集
②

事情

令
和
３
年
度
当
初
予
算
は
、
令
和
２
年
度

３
月
補
正
予
算
と
一
体
の
「
１３
ヵ
月
予

算
」
と
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

関
連
事
業
と
国
土
強
靭
化
関
連
事
業
を
切

れ
目
な
く
進
め
ら
れ
る
よ
う
予
算
編
成
を

行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
令
和
３
年
度

一
般
会
計
予
算
概
要
を
中
心
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

財政調整基金残高推移

R1 年度まで：決算額

R2 年度：３月補正後額＋決算見込

R3 年度：当初予算繰入後額

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

（百万円）

1,543
1,648

1,889
2,024

1,831
1,755

1,128

1,225

18％を超えると地方
債発行に京都府知事の

「許可」が必要になり
ます（従来は「同意」）

1,753 1,744

348



健やか広場　 子宮頸がんって？ 保健課 ☎ 43-9022

年齢階級別子宮頸がん罹患率（２０１５年・人口１０万人あたり）

資料

国立がんセンターがん対策情報センター
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～
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25.0
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30.0
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20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

（％）

南部

北部
火災発生時は北部と南部の２つの地域に分け、その地域に

属するすべての分団と、隣接する分団が出動します。

■ 火災発生時における出動区分

火災発生場所 出動分団

岩滝地域 北部地域の全分団

山田地区 北部地域の全分団および第５分団

石川地区 北部地域の全分団および第５・６分団

幾地・四辻地区 南部地域の全分団および第３・４分団

温江・明石・香河地区 南部地域の全分団および第４分団

三河内・岩屋・算所・
加悦奥・加悦・後野・
与謝・滝・金屋地区

南部地域の全分団

※ 第１～４分団が「北部地域」、第５～ 10 分団が「南部地域」です

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団
第５分団

第６分団

第７分団
第８分団

第９分団

第１０分団

がんばってます！消防団 編集 ● 消防団本部

４
月
４
日
、
令
和
３
年
度
与
謝

野
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
を
岩
滝

保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
新
係

長
を
は
じ
め
５
人
の
団
員
に
木き

村む
ら

団
長
か
ら
辞
令
を
手
渡
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
入
団
員
を
代
表
し

て
、
田
中
大
希
団
員
が
「
不
公
平

な
ら
び
に
偏
見
を
さ
け
、
何
人
も

恐
れ
ず
良
心
に
従
っ
て
忠
実
に
消

防
の
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
厳

粛
に
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
し
、
消

防
団
員
と
し
て
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

消
防
団
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
十

分
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、「
火
災
ゼ
ロ
の
ま

ち
」
を
目
指
し
引
き
続
き
団
員
一

丸
と
な
っ
て
活
動
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令和３年度「辞令交付式」を開催

木村団長から辞令を受け取る田中団員

第２分団 糸
いと

井
い

　太
あき

陽
ら

第４分団 田
た

中
なか

　大
だい

希
き

第６分団 安
あん

藤
どう

　優
まさ

志
し

第９分団 小
こ

室
むろ

　幹
かん

太
た

　

■ 新入団員紹介 ～ 新たに４人が入団 ～

　
与謝野町消防団では、若い団員の増加を目指して積極的に新入団員を募集していま

す。地域における消防防災のリーダーとして、平常時・非常時を問わず、地域に密着

し町民の安全と安心を守る重要な役割です。消防団員は、町内に居住し、１８歳以上で

健康な方であればどなたでも入団できます。

あなたも消防団員として活動してみませんか？  　　　問　防災安全課　☎ 43-9011

 求む！
消防団員

　
子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
の
入
り
口

に
で
き
る
「
子
宮
頸け
い

が
ん
」
と
子
宮

の
奥
に
で
き
る
「
子
宮
体た
い

が
ん
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
２
つ
は
、
原
因
も

症
状
も
大
き
く
異
な
る
病
気
で
す
。

初
期
は
ほ
と
ん
ど

症
状
が
な
い

　
初
期
の
子
宮
頸
が
ん
は
ほ
と
ん
ど

症
状
が
な
く
、
が
ん
が
少
し
進
行
す

る
と
、
初
期
症
状
と
し
て
月
経
で
な

い
と
き
の
出
血
（
不
正
出
血
）、
性

行
為
の
際
の
出
血
、
普
段
と
違
う
お

り
も
の
が
増
え
た
り
し
ま
す
。
他
に

も
、
月
経
の
量
が
増
え
た
り
、
長
引

い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
へ
の
感
染
が

関
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。低
年
齢
で
の
初
交
、性
的
パ
ー

ト
ナ
ー
が
多
い
、
多
産
、
他
の
性
行

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
は

あ
り
ふ
れ
た
現
象
で
す

若
い
女
性
に
急
増
中
「
子
宮
頸
が
ん
」

定
期
的
な
検
診
受
診
で

早
期
発
見

子
宮
頸
が
ん
に
な
る
ま
で
に
は
、

通
常
、
数
年
～
１０
数
年
か
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
初
期
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な

い
た
め
、
定
期
的
な
検
診
で
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
検
診

で
は
、
が
ん
に
な
り
そ
う
な
異
形
成

の
細
胞
や
が
ん
細
胞
が
存
在
す
る
の

か
を
調
べ
ま
す
。
早
期
に
発
見
で
き

れ
ば
、
円
錐す
い

切
除
と
い
う
小
さ
な
範

囲
の
手
術
で
完
治
し
、
妊
娠
・
出
産

も
可
能
で
す
。

女
性
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
１
～
２

年
の
間
に
検
診
は
受
け
ら
れ
ま
し
た

か
？
　

与
謝
野
町
で
は
、
２０
歳
以
上
の
女

性
を
対
象
に
、
２
年
に
１
回
の
子
宮

頸
が
ん
検
診
の
受
診
が
無
料
に
な
る

制
度
を
設
け
て
お
り
、
指
定
医
療
機

関
で
受
診
す
る
「
個
別
検
診
」
ま
た

は
「
集
団
検
診
（
検
診
車
）」
の
ど

ち
か
ら
の
方
法
で
受
診
で
き
ま
す
。

受
診
は
た
め
ら
わ
れ
る
も
の
で
す

が
、
大
切
な
自
分
の
身
体
は
自
分
で

守
り
た
い
も
の
で
す
。
子
宮
頸
が
ん

の
リ
ス
ク
を
低
く
す
る
た
め
に
も
、

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

為
感
染
症
、
喫
煙
が
危
険
因
子
と
し

て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
を
除

き
、
そ
の
多
く
の
危
険
因
子
は
Ｈ
Ｐ

Ｖ
感
染
の
リ
ス
ク
要
因
で
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
珍
し
い
ウ
イ
ル
ス
で
は

な
く
、
人
の
皮
膚
や

粘
膜
に
潜
む
あ
り
ふ

れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

性
交
経
験
者
の
ほ
と

ん
ど
の
女
性
が
一
度
は
感
染
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

感
染
し
た
だ
け
で
病
気
と
考
え
る
必

要
は
な
く
、「
現
在
の
パ
ー
ト
ナ
ー

が
信
用
で
き
な
い
」「
将
来
が
ん
に

な
る
」
と
考
え
る
の
は
間
違

い
で
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し

て
も
、
す
べ
て
が
す
ぐ
に
が

ん
化
せ
ず
、
約
９
割
の
人
は

２
年
以
内
に
自
己
免
疫
に

よ
っ
て
自
然
に
治
り
ま
す
。

し
か
し
、
残
り
の
約
１
割
の

人
が
５
～
１０
年
ほ
ど
持
続
感

染
し
、
そ
の
一
部
の
細
胞
が

異
常
な
形
を
示
す
よ
う
に
な

り
、
が
ん
細
胞
が
発
生
す
る

前
の
段
階
「
異
形
成
」
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
４０
歳
代
を
ピ
ー
ク

に
２０
～
３０
歳
代
の
若
い
女
性

に
子
宮
頸
が
ん
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
上
の
グ
ラ
フ
で
は

３０
歳
代
で
発
症
が
急
増
し
て
お

り
、
１０
～
２０
歳
代
で
、
子
宮
頸

が
ん
の
主
な
原
因
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に

感
染
す
る
人
が
多
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
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野田川地域の社会教育施設及び就学前教育・保育施設のあり方検討委員会
施設管理計画と認定こども園建設を「白紙」に

問 総務課 ☎ 43-9010

与謝野町公式ホームページリニューアル
誰もが「見やすい」ホームページへ

問 企画財政課 ☎ 43-9015

　
４
月
２
日
、
野
田
川
地
域
の
社

会
教
育
施
設
及
び
就
学
前
教
育
・

保
育
施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
富と
み

野の

暉き

一い
ち

郎ろ
う

委
員
長
、
赤あ

か
松ま

つ
孝こ

う

一い
ち

副
委
員
長
か
ら
山
添
町
長
に
対

し
「
野
田
川
地
域
の
社
会
教
育
施

設
及
び
就
学
前
教
育
・
保
育
施
設

の
あ
り
方
」
の
報
告
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
報
告
書
は
、
昨
年
９
月
に
、

町
長
か
ら
第
三
者
機
関
で
あ
る
同

委
員
会
に
対
し
、「
対
応
の
あ
り

方
」
と
「
住
民
と
の
信
頼
関
係
の

再
構
築
を
通
じ
た
両
計
画
の
推
進

方
法
」
に
つ
い
て
助
言
を
求
め
、

そ
の
後
、
７
回
の
委
員
会
を
経
て

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
報
告

書
を
受
け
取
っ
た
町
長
は
「
報
告

書
を
精
査
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
ど
う
活
か
せ
る
の
か
、
真し
ん

摯し

に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
述

べ
、ま
た
、富
野
委
員
長
か
ら
「
地

域
の
方
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
委

員
会
で
非
常
に
良
か
っ
た
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

報告書の内容 （一部抜粋）

野田川地域の社会教育施設◎

事態の収束解決に努めるため、ま
ちづくり・財政の専門家と地域住
民等の参加する「（仮称）野田川
地域公共施設等総合管理計画策定
委員会」を設置して、まちづくり
の視点を踏まえた計画（案）の策
定を行う。

野田川地域の認定こども園建設◎

第２次与謝野町総合計画基本計画
に位置付け、地域から問題提起さ
れている教育・保育の質の確保と
定員の関係について十分な再検討
が望ましい。

　

４
月
26
日
、
与
謝
野
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
に
開
設
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
ア
ク
セ
ス
が
集
中

す
る
と
閲
覧
障
害
を
起
こ
し
や
す

い
こ
と
や
、
目
的
の
情
報
に
た
ど

り
つ
き
に
く
い
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、

今
後
さ
ら
に

デ
ジ
タ
ル
化

が
進
む
中
、

自
治
体
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
住
民
生

活
に
関
係
す

る
情
報
を
多

く
掲
載
し
て

い
る
こ
と
か

ら
、
障
害
の

あ
る
方
や
高

齢
者
に
と
っ
て
も
利
用
し
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、「
誰

で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
い
つ
で

も
」
を
テ
ー
マ
に
、
現
在
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
抱
え
る
課
題
の
解
決

を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務

省
が
作
成
し
た
「
み
ん
な
の
公

共
サ
イ
ト
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
２
０
１
６
年
４
月
版
）」
を
も
と

に
、
年
齢
、
障
害
の
あ
る
方
、
Ｉ

Ｔ
知
識
を
問
わ
ず
誰
も
が
使
い
や

す
い
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
広
報
紙
や
与

謝
野
町
有
線
テ
レ
ビ
放
送
に
加

え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
、

町
民
の
皆
さ
ん

に
わ
か
り
や
す

い
情
報
を
速
や

か
に
届
け
る
と

と
も
に
、
各
種

申
請
書
が
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き

る
な
ど
利
便
性

向
上
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
行
政
情

報
だ
け
で
な
く

町
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
な
ど
も
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
「https://

w
w

w
.tow

n.yosano.lg.jp/

」

に
変
更
し
て
い
ま
す
。
お
間
違
え

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

富野委員長（中）、赤松副委員長（左）から町長
に報告書が手渡されました

リニューアル後のホームページのトップページ

図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

令和２年度に貸し出しが多かった本を発表します！
図書館では、昨年４月１日から今年３月 31 日までに 10 万 2,504 冊（昨年度 13 万 87 冊）の本を貸し出

しました。この１年間で、たくさん借りられた本「ＢＥＳＴ５」を紹介します。
人気の本は貸し出し中の場合もありますが、“予約”をすれば、図書が返却され次第取り置きできます。また、

ホームページからも貸し出し状況の確認や予約（事前登録が必要です）ができます。

１位『流浪の月』凪良ゆう／東京創元社
２位『クスノキの番人』東野圭吾／実業之日本社
３位『カケラ』湊かなえ／集英社
４位『少年と犬』馳星周／文藝春秋

（同）『暴虎の牙』柚月裕子／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

一般書

１位『オレンジページ』オレンジページ
２位『ＮＨＫきょうの料理』日本放送出版協会
３位『ＥＳＳＥ』株式会社フジテレビジョン
４位『婦人公論』中央公論新社
５位『クロワッサン』マガジンハウス

雑 誌

１位『おしりたんてい　ラッキーキャットはだれのてに！』トロル／ポプラ社
２位『おしりたんてい　あやうしたんていじむしょ』トロル／ポプラ社

（同）『おしりたんてい　カレーなるじけん』トロル／ポプラ社
４位『おしりたんてい　かいとう VS たんてい』トロル／ポプラ社

（同）『おしりたんてい　かいとうとねらわれたはなよめ』トロル／ポプラ社
（同）『おしりたんてい　みはらしそうのかいじけん』トロル／ポプラ社
（同）『おしりたんてい　むらさきふじんのあんごうじけん』トロル／ポプラ社

児童書

１位『それしかないわけないでしょう』ヨシタケシンスケ／白泉社
（同）『どんぐりむらのほんやさん』なかやみわ／学研教育出版
３位『なんだろうなんだろう』ヨシタケシンスケ／光村図書出版
４位『くろくんとちいさいしろくん』なかやみわ／童心社

（同）『おしりたんてい　ププッきえたおべんとうのなぞ！』トロル／ポプラ社

絵 本

年間貸出冊数ＢＥＳＴ５

植物にいやされませんか？

『花のない花屋』東信 / 朝日新聞出版

注文を受けてから、必要な花だけを
仕入れて、その人だけの花束を作る
花屋として知られる著者。彼のもと
に届く依頼の中から、実際に贈られ
た美しい花束の写真とともに、花に
託された送り主と相手の人生や想い
を綴った「物語」を紹介。

図書館の最新情報は

ホームページからチェック

利用状況の確認

や所蔵検索のほ

か、イベントや

休館日等をお知

ら せ し て い ま

す。ぜひご覧く

ださい。

図書館
ホームページ

町 政  News & Information

9　広報よさのMAY 2021 8



株式会社ゼンシン様（本社：京都市）から、自動検温器とアルコール消毒器
が一体になった「スマートチェッカーライト」１機を寄贈いただきました。

ゼンシン様は、ディスプレイ業・イベントプロデュース業等を展開されてお
り、新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、イベント会場やエントラ
ンスゾーンで活用できる機器を開発されています。寄贈いただいたスマート
チェッカーライトは本庁舎に設置しています。来庁の際には、検温と手指のア
ルコール消毒にご協力をお願いします。

株式会社ゼンシン様 から スマートチェッカーライトを寄贈いただきました

寄
贈
い
た
だ
い
た
ス
マ
ー
ト
チ
ェ
ッ

カ
ー
ラ
イ
ト

京都府北部地域連携都市圏事業「高校生みらい会議」
高校生のわたしたちにできること

問 観光交流課 ☎ 43-9016

　
京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
形

成
推
進
協
議
会
は
３
月
21
日
、
舞
鶴

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
で
「
高
校
生
み
ら

い
会
議
～
住
む
ま
ち
通
う
ま
ち
を
超

え
て
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
北
部
５
市
２
町
の
高
校
８

校
が
参
加
し
、
お
互
い
の
ま
ち
や
学

校
の
良
さ
を
発
表
。
ま
た
、
学
校
や

ま
ち
の
垣
根
を
超
え
、
北
部
全
体
で

連
携
し
自
分
た
ち
が
主
役
と
な
っ
て

取
り
組
み
た
い
こ
と
に
つ
い
て
積
極

的
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
京
都
府
北
部
へ
の
移

住
・
定
住
促
進
に
取
り
組
む
地
域
連

携
事
業
の
一
環
と
し
て
初
め
て
開
催

し
た
も
の
。
若
者
の
ふ
る
さ
と
へ
の

関
心
や
愛
着
を
育
み
、
将
来
的
な
人

口
流
出
抑
制
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
度

以
降
の
本
格
実
施
を
目
指
し
ま
す
。意見交換を行う高校生たち

魅力化コーディネーター 長谷川隊員
地域おこし協力隊通信 56

問　社会教育課 ☎ 43-9026

加
悦
谷
高
等
学
校
（
以

下
、「
加
悦
高
」）
お
よ
び
宮

津
天
橋
高
等
学
校
加
悦
谷
学

舎
（
以
下
、「
加
悦
谷
学
舎
」）

で
活
動
し
て
い
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
長は

谷せ

川が
わ

で
す
。

学
校
で
は
４
月
に
人
事
異

動
が
あ
り
、
新
し
い
体
制
で

令
和
３
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
現
場
に
は
、「
今

年
度
も
さ
ら
に
い
い
も
の
に

し
て
い
く
ぞ
！
」
と
い
う
、

先
生
方
の
や
る
気
と
さ
わ
や

か
さ
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
前
号
で
は
令
和
２

年
度
を
振
り
返
り
ま
し
た

が
、
今
月
号
で
は
令
和
３
年

度
の
私
の
勝
手
な
決
意
表
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
の
マ
イ
テ
ー
マ
は

「
華
々
し
い
加
悦
谷
第
２
章

へ
の
準
備
」
で
す
。
ど
う
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
？

今
年
度
、
加
悦
高
は
３
年
生

の
卒
業
と
と
も
に
閉
校
を
迎

え
ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
全

学
年
が
加
悦
谷
学
舎
生
と
な

り
、
本
当
の
意
味
で
学
校
が

再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
、
と
私

は
と
ら
え
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
私
は
今
年
度
ま
で

を『
加
悦
谷
第
１
章
』と
し
、

来
年
度
か
ら
を
『
加
悦
谷
第

２
章
』
と
勝
手
に
位
置
づ
け

ま
し
た
。
加
悦
谷
高
校
と
い

う
名
前
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
加
悦
谷
学
舎
と

し
て
加
悦
谷
の
名
は
残
り
、

こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
が
築
き

上
げ
た
伝
統
や
想
い
を
受
け

継
ぎ
つ
つ
、さ
ら
に
進
化
し
、

丹
後
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
今
以
上
に
充
実
し
、
成
長

で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
い

く
学
校
に
な
る
。
そ
れ
が
来

年
度
か
ら
の
加
悦
谷
第
２
章

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
加
悦
谷
学
舎
第
１
期
生

が
入
学
し
た
昨
年
度
と
今
年

度
は
、
そ
の
第
２
章
を
華
々

し
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め

の
準
備
に
あ
た
る
第
１
章
の

終
わ
り
、と
考
え
て
い
ま
す
。

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
第
２
章
に
向
か
っ

て
、
今
年
度
を
着
々
と
準
備

を
し
て
い
く
。
そ
れ
が
私
の

マ
イ
テ
ー
マ
「
華
々
し
い

加
悦
谷
第
２

章
へ
の
準
備
」

で
す
。
具
体

的
に
は
、
総

合
的
な
探
究

の
時
間
、「
よ

さ
の
高
校
生

広
報
室
＠
み

ら
い
」
の
広

報
活
動
や
、

放
課
後
の
時

間
な
ど
を
活

用
し
て
地
域

の
方
々
と
生

徒
た
ち
が
交
流
で
き
る
場
を

増
や
し
ま
す
。
そ
し
て
、
大

人
も
子
ど
も
も
刺
激
を
受

け
、
よ
り
生
き
た
学
び
を
得

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。
今
年
度

も
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

正門に咲く桜と第２体育館

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

５月３１日（月）
は自動車税（種別
割）の納期限です

お近くの銀行、信用金庫、
郵便局等の金融機関やコ
ンビニ、府の納税窓口で
納期限までに忘れずに納
付してください。
京都府丹後広域振興局 

税務課
☎ 0772‐62‐4303

功績・功労をたたえて
細ほ
そ
井い

正ま
さ
樹き

さ
ん（
算
所
）が
、

介
護
相
談
員
永
年
活
動
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

細
井
さ
ん
は
平
成
22
年
か
ら

10
年
間
に
わ
た
り
、
町
内
の
介

護
保
険
施
設
等
を
定
期
的
に
訪

問
し
、
利
用
者
の
方
や
そ
の
ご

家
族
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
要
望
・
疑
問
・
不
満
な
ど
を

伺
い
、
事
業
者
と
の
橋
渡
し
を

す
る
活
動
を
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
度
の
受
賞
は
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

長
年
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

介
護
相
談
員
永
年
活
動

功
労
者
表
彰

細
井
　
正
樹
さ
ん
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令和３年３月末現在

まちのうごき

人　口 20,872 人（－ 99）

　男　 10,028 人（－ 40）

　女　 10,844 人（－ 59）

世帯数 9,010 戸（－ 12）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、３月 16 日から４月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031



地
域
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す

住
民
福
祉
や
自
主
防
災
、
地
域
安
全
な
ど
の

地
域
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
創
意
工
夫
に
よ
る
自
主
的
な「
ま
ち
づ
く
り・

人
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

対
象
者　
町
内
で
公
益
的
な
活
動
を
行
う
団
体

（
自
治
会
、
実
行
委
員
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
等
）

※ 

５
人
以
上
の
構
成
員
を
有
し
、
そ
の
過
半

数
以
上
が
与
謝
野
町
民
で
あ
る
こ
と

事
業
実
施
期
間　
４
月
１
日
（
木
）
～
令
和
４

年
３
月
31
日
（
木
）
の
間
に
実
施
お
よ
び
完
了

す
る
も
の

対
象
事
業
・
補
助
率
等

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
事
業
（
町
内
で
実
施

す
る
住
民
福
祉
、
防
災
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
ま

た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
ソ
フ
ト
事
業
）

対
象
事
業
費
…
５
万
円
以
上

補
助
率
…
２
分
の
１
以
内
（
限
度
額
30
万
円
）

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業
（
公
民
館
ま

た
は
集
会
所
の
新
築
ま
た
は
増
改
築
等
事
業
）

対
象
事
業
費
…
20
万
円
以
上　

補
助
率
…
３
分
の
２
以
内
（
限
度
額
２
０
０
万

円
）

※ 

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業
に
採
択

さ
れ
た
場
合
を
除
く

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
整
備
事
業
（
公
民
館
ま

た
は
集
会
所
で
使
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
資
す
る
備
品
整
備
）

対
象
事
業
費
…
10
万
円
以
上

補
助
率
…
３
分
の
２
以
内
（
限
度
額
30
万
円
）

問
・
申　
５
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
必
要
書
類

を
添
え
て
企
画
財
政
課
（
☎
４
３・９
０
１
５
）

へ
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
・
高
齢
者
世
帯
等
の
大
型

ご
み
運
搬
を
支
援
し
ま
す

　
高
齢
者
等
の
家
庭
か
ら
出
る
大
型
ご
み
を
、

宮
津
与
謝
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
搬
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
運
搬
料

金
は
無
料
で
す
が
、
廃
棄
物
処
理
手
数
料
は
本

人
負
担
と
な
り
ま
す
。

対
象
者　
次
に
該
当
す
る
方

■ 

町
内
に
住
所
の
あ
る
高
齢
者
ま
た
は
障
害

の
あ
る
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
方

■ 

家
族
や
近
親
者
等
に
大
型
ご
み
の
運
搬
を

頼
め
な
い
事
情
が
あ
る
方

内
容　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
役
場
各
庁
舎

に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

住
民
環
境
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

の
後
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
実
情
を
確
認

し
た
う
え
で
支
援
の
可
否
を
決
定
し
、
申
請
者

に
通
知
し
ま
す
。

※ 

１
世
帯
に
つ
き
年
１
回
実
施
し
、
実
施
日

時
は
町
が
指
定
し
ま
す

問
・
申　
住
民
環
境
課 

☎
４
３・９
０
３
０

農
薬
の
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

　
学
校
、
こ
ど
も
園
、
住
宅
地
等
に
隣
接
し
た

農
地
や
家
庭
菜
園
で
の
農
薬
の
使
用
は
、
飛
散

に
よ
る
住
民
や
子
ど
も
等
へ
の
健
康
被
害
が
生

じ
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
与
謝
野
町
で
は
「
環
境
に
や
さ
し
い

農
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
畦
畔
や
空
地
等

の
除
草
は
、
飛
散
の
問
題
や
景
観
の
面
か
ら
除

草
剤
を
使
用
し
な
い
除
草
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※ 

農
薬
に
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家
庭
菜
園

用
の
ス
プ
レ
ー
式
の
殺
虫
剤
や
殺
菌
剤
、
芝
生

等
の
雑
草
対
策
で
使
用
す
る
除
草
剤
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す

《
農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
》

■ 

無
風
か
風
の
弱
い
と
き
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■ 

通
学
路
や
学
校
の
近
く
で
は
、
子
ど
も
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

散
布
作
業
中
は
、
風
向
き
や
ノ
ズ
ル
の
向

き
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

飛
散
が
少
な
い
粒
剤
等
の
農
薬
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

■ 

近
所
に
声
を
か
け
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

問　
農
林
課 

☎
４
３・９
０
２
３

安
全
な
農
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

　
安
全
に
農
作
業
を
行
う
た
め
に
、
次
の
こ
と

を
心
が
け
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。　

▼ 

機
体
が
大
き
い
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機

は
、
運
転
席
か
ら
見
え
な
い
死
角
が
多
く
存
在

し
ま
す
。
後
進
時
は
後
方
確
認
を
徹
底
し
、
周

囲
に
注
意
し
て
慎
重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
な
ど
農
業
機
械

の
点
検
整
備
の
と
き
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
し
安
全
を
確
保
し
て
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

ほ
場
の
出
入
り
や
段
差
に
注
意
し
て
、
無

理
な
運
転
に
よ
る
転
落･

転
倒
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

問　
農
林
課 
☎
４
３
・
９
０
２
３

岩
滝
墨
絵
同
好
会
作
品
展
を
開
催
し
ま
す

日
程　
５
月
23
日
（
日
）
～
６
月
27
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時　
※ 
月
曜
休
館

場
所　
知
遊
館　
※ 

入
場
無
料

内
容　
墨
絵
の
作
品
展
示

問　
知
遊
館 

☎
４
６・２
４
５
１

自
衛
官
等
を
募
集
し
て
い
ま
す

【
幹
部
候
補
生
】

資
格　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方　

※ 

大
卒
等
の
条
件
に
よ
り
年
齢
の
幅
に
変
動

が
あ
り
ま
す

受
付
期
間　
６
月
18
日
（
金
）
ま
で

一
次
試
験
日　
６
月
26
日
（
土
）

【
自
衛
官
候
補
生
】

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方　

受
付
期
間　
常
時
受
け
付
け　
※ 

詳
細
は
、

地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

試
験
日　
受
け
付
け
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

問　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８

食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
ま
す

　
６
月
１
日
に
食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
食

品
営
業
の
制
度
、
衛
生
管
理
の
方
法
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
京
都
府
丹
後
保
健

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
丹
後
保
健
所
環
境
衛
生
課

☎
０
７
７
２・６
２・１
３
６
１

お知らせページ ＝ 問い合わせ先

＝ 申し込み先・方法

問

申

● 阿蘇シーサイドピクニック

「地元」を満喫

晴天の中、今年初開催された「阿蘇シーサイドピクニック」

４月 11 日、阿蘇シーサイドパークで今年初の
「阿蘇シーサイドピクニック」が開催されました。

当日は少し風が強かったものの晴天に恵まれ、
与謝野町内の「食」や「工芸」を中心に 14 店舗
が出店し賑わいをみせていました。

このイベントは、昨年から民間事業者を中心に
結成された「阿蘇ベイエリア活性化委員会」が企
画運営され今回で４回目。今年から毎月第２日曜
日に開催される予定です。新型コロナウイルス感
染症の影響で、自宅で過ごす時間が増える中、遠
出をしなくても地元で楽しめるイベントです。ご
家族ご友人お誘いあわせでお出かけください。

イベントの最新情報はＳＮＳからチェック！

FaceBook Instagram

「例年にないくらい花を付けている」。地元の
方が口をそろえるほど見事に咲き誇ったのは、与
謝野町の町の木「椿」のシンボルでもある京都府
指定天然記念物「滝のツバキ（通称「千年椿」）」。

滝地区でも山奥、旧大
おお

田
た

和
わ

集落にひっそりと１
本だけたたずむ様子はまさに壮大。昔は待ち合わ
せや農作業時の雨宿り場所、牛をつないだりなど
生活の中にありました。今では離村され集落跡に
なっていますが、地元の方が中心となり今でも滝
のツバキを大切に守り続けています。

そのかいもあり、今年は例年にないくらい花を
付けています。見頃は過ぎていますが、これだけ
の花が落ちている「落ち椿」もきっと素晴らしく
て楽しめます。ぜひ、地元の宝を一目見にお出か
けしてはいかがでしょうか。

例年にない花付けをみせた「滝のツバキ」　　※ 4 月３日撮影

TOPICS
● 滝のツバキ

「見事」に咲き誇る

● 第 42 回全日本クラブ男子ソフトボール選手権大会京都府予選

ＴＷＩＣＥ飛龍が初優勝！
４月 11 日、東舞鶴運動公園陸上競技場で開催され

た「第 42 回全日本クラブ男子ソフトボール選手権大
会京都府予選」に与謝野町在住者を中心に 20 ～ 30
代のメンバーで結成された「Ｔ

ト ゥ ワ イ ス
ＷＩＣＥ飛

ひ
龍
りゅう

」が出
場し、見事初優勝を果たしました。決勝戦は２点を
先制し守り抜く展開に「終始苦しい試合だった」と
井
いの

上
うえ

和
かず

彌
や

主将。見事２対１で京都友愛クラブを破り、
京都府代表として５月 23 日に滋賀県近江市で開催さ
れる近畿大会に出場することになりました。

優勝という結果に、井
いの

上
うえ

辰
たつ

也
や

監督は「粘り強く戦
うことができた。また、一点差をものにでき、チームとしても大きく成長できた試合でもあった。近畿大会
では粘り強く、自慢の打線と機動力で全国大会を目指して戦っていきたい」と語ってくれました。

見事初優勝を果たしたＴＷＩＣＥ飛龍のみなさん

まちの 話題 お届けします
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阿
あ

部
べ

　 楓
　かえで

のだがわこども園に配
属になりました阿部です。
子どもの成長を応援し、そ
の成長を子ども自身や保
護者の方、周りの方と一緒
に喜び合えるような保育
者になりたいと思ってい
ます。子どもと一緒にさ
まざまな経験をし、保育
者として力をつけていき
たいと思っています。よ
ろしくお願いいたします。白

しら
須
す

　美
み

紅
く

かやこども園に配属に
なりました白須です。子
どもたちと明るく笑顔で
元気いっぱいに過ごして
いく中で、一緒に成長し
ていきたいと思っていま
す。まだまだ学ぶことが
たくさんあるので、学ぶ
姿勢を忘れずに日々笑顔
で頑張っていきたいと思
います。よろしくお願い
いたします。

小
こ

谷
だに

　千
ち

恵
え

のだがわこども園に配
属になりました小谷です。
子どもたちと一緒に笑っ
たり喜んだり、思いを共
感して楽しい思い出をた
くさん作ることができる
よう、毎日笑顔で過ごし
ていきたいです。子ども
たちといろんなことに挑
戦して、私自身も成長で
きるよう頑張ります。よ
ろしくお願いいたします。釣

つり
田
た

　好
よし

基
き

建 設 課

建設課に配属になりま
した釣田です。進学をきっ
かけに与謝野町を離れて
暮らしていましたが、生
まれ育ったこの町に戻り、
働けることを大変うれし
く感じています。これま
での経験を少しでも活か
し、町民の皆様とともに
より良いまちを作ってい
きたいと思います。よろ
しくお願いいたします。

山
やま

﨑
ざき

　初
はじ

盟
め

保健課に配属になりま
した山﨑です。多くの住
民の皆様に支えられ育っ
てきた、この与謝野町で
働けることをうれしく思
います。一つ一つの業務
を丁寧に、また責任感を
持って取り組んでいきた
いと思っています。よろ
しくお願いいたします。

小
こ

池
いけ

　優
ゆう

花
か

かえでこども園に配属
になりました小池です。
自然豊かな与謝野町で、
元気いっぱい笑顔あふれ
る子どもたちにパワーを
もらいながら過ごせるこ
と、とてもうれしく思い
ます。日々学びを積み重
ねながら、子どもたちと
一緒に成長できるよう頑
張ります。よろしくお願
いいたします。

田
た

中
なか

　和
かず

恵
え

農 林 課

農林課に配属になりま
した田中です。与謝野町
に嫁いできた際に地元の
方々に温かく接していた
だいたので、地域に貢献
する仕事ができることが
うれしいです。先輩方に
ご指導いただきながら、
前職の経験を活かし、早
く皆様の力になれるよう
精一杯頑張ります。よろ
しくお願いいたします。

新規採用職員として入庁した７人の

決意と抱負を紹介します。

新規採用職員を

紹 介 し ま す ！

のだがわこども園

保 健 課 かえでこども園

かやこども園 のだがわこども園
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